
４回生 必修科目「数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ」授業のシラバス 
教科名 数学 科目名 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ 単位数 ５ 単位 

科目の 
目標 

（数学Ⅰ：２単位） 
（１）図形と計量およびデータの分析についての基本的な概念や原理・原則を体系的に理解するとともに、事象を数学化した

り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 
（２）図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、社会の事象などから設定し

た問題についてデータの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、

解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 
（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解

決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

（数学Ａ：１単位） 
（１）場合の数と確率、図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学と人間の活動の

関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付け

るようにする。 
（２）不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、図形の構成要素間の関係などに

着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見

いだし、数理的に考察する力を養う。 
（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解

決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

（数学Ⅱ：２単位） 
（１）いろいろな式の考え方についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学

的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（２）数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力を養う。 
（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解

決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

教科書 数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ（数研出版） 副教材 ４ＳＴＥＰ数学Ⅰ＋Ａ、数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

１ 学習の目標 

（１）基礎コースでは４ＳＴＥＰのＳＴＥＰＡができること、標準コースでは４ＳＴＥＰのＳＴＥＰＢまでができること、応用コースは４Ｓ
ＴＥＰの全ての問題ができる力を身に付ける。 

（２）まずは基礎・基本の定着をきちんと行い、その上で大学入試に挑戦できるを身に付ける。 

２ 学習の方法 
（１）予習について 

○教科書の例題、問、練習問題を事前に取り組んでください。コースによって進むペースが異なりますので先生の指示に従ってください。 

（２）授業について 
○基礎コースは定理や性質、例題を説明し、練習問題やプリントでの演習を行います。標準コース、応用コースでは場合によっては例題 
や練習問題は答え合わせのみで進むこともあります。授業の進め方については各コースの先生の指示に従ってください。 

（３）復習について    ○授業の復習を行い、問題演習に取り組みます。４ＳＴＥＰの対応部分を毎日継続して取り組みましょう。 
（４）単元テストについて ○各章の終わりには単元テストを行います。基本的に全て４ＳＴＥＰのＳＴＥＰＡレベルの問題です。 
（５）定期考査について  ○定期考査の問題レベルの目安は、４ＳＴＥＰのＳＴＥＰＡレベルで約６割分、ＳＴＥＰＢ以上が約４割分。 

〈学習アドバイス〉 
○学習の基本は授業です。常に真剣な気持ちで取り組んでください。そして予習→授業→復習のサイクルを大切にしてください。 

○数学では、「なぜそうなるのか」といった論理を理解しないといけません。日々の授業で「わかった」と感じるためには、その前後にじ
っくり考えるための時間が必要です。予習をやった上で授業に臨むと、理解度が違います。授業は 1 回目の復習です。さらに、授業で
理解できなかったところを友人に聞いたり先生に質問して理解するようにしたり、もう一度自分で考えてみて理解しましょう。 

○数学の勉強では、答えを眺めてわかったつもりになっていても、実際に問題を解くと解けないこと（書けないこと）がよくあります。何
も見なくても解けるようになるまで繰り返し演習しましょう。わかったつもりからの脱却のためには、眺めるのではなく書くことです。 

３ 評価について 
（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 

（数学Ⅰ）図形と計量およびデータの分析についての基本的な概念や原理・原則を体系的に理解している。事象を

数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。 
（数学Ａ）場合の数と確率、図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。数学と人
間の活動の関係について認識を深めている。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けている。 
（数学Ⅱ）いろいろな式の考え方についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。事象を数学化し
たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることに関する技能を身に付けている。 

②思考・判断・表現 

（数学Ⅰ）図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、社会の事象
などから設定した問題についてデータの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分析を行
い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を身に付けている。 

（数学Ａ）不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、図形の構成要素
間の関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、事
象に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を身に付けている。 

（数学Ⅱ）数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力を身に付
けている。 

③主体的に学習に取
り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしたりしてい
る。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとしている。 

（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議    
 

①知識・技能 ◎ ○ ○    ○  ○      

②思考・判断・表現 ◎ ○ ○    ○  ○ ○     

③主体的に学習に取り組む態度   ○    ○  ○ ◎     
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（数学Ⅰ） 
第４章 図形と計量（45） 
 第１節 三角比 

三角比、三角比の相互関係 
三角比の拡張 

 第２節 三角形への応用 
正弦定理、余弦定理 
正弦定理と余弦定理の応用 
三角形の面積  

  空間図形への応用 
 

 
 
 
 
 
（数学Ａ） 
第２章 図形の性質（23） 
第１節 平面図形 

  三角形の辺の比 
  三角形の外心、内心、重心 
  チェバの定理、 

メネラウスの定理 
  円に内接する四角形 
  円と直線、方べきの定理 
  ２つの円の位置関係、作図 
第２節 空間図形 

  直線と平面、多面体  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（数学Ⅰ） 
第５章 データの分析（25） 

データの整理 
データの代表値 

  データの散らばり 
と四分位範囲 

  分散と標準偏差 
  ２つの変量の間の関係 

仮説検定の考え方 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（数学Ａ） 
第３章 数学と人間の活動（25） 
  約数と倍数 
  素数と素因数分解 

最大公約数、最小公倍数 
  整数の割り算 
  ユークリッドの互除法 
  １次不定方程式 
  記数法・座標の考え方  

 
 
 
 
 
（数学Ⅱ） 
第１章 いろいろな式（35） 
 第１節 式と計算 
  ３次式の展開と因数分解 
  二項定理 
  整式の割り算 
  分数式とその計算 
  恒等式 

等式の証明・不等式の証明 
第２節 複素数と方程式 

  複素数 
  ２次方程式の解と判別式 
  解と係数の関係 
  剰余の定理と因数定理 

高次方程式  
 

 

鋭角の三角比の意味と相互関係につい
て理解することができるようにする。
三角比を鈍角まで拡張する意義を理解
し、鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解するこ
とができるようにする。図形の構成要
素間の関係を三角比を用いて表現する
とともに、定理や公式として導き、三角
形の辺の長さや角の大きさなどを求め
ることができるようにする。図形の構
成要素間の関係に着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、問
題を解決したり、解決の過程を振り返
って事象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることができる
ようにする。 
 
三角形や円に関する基本的な性質につ
いて理解するとともに、図形の構成要
素間の関係や既に学習した図形の性質
に着目し、図形の新たな性質を見出し、
その性質について論理的に考察したり
説明したりすることができるようにす
る。空間図形に関する基本的な性質に
ついて理解するとともに、図形の構成
要素間の関係や既に学習した図形の性
質に着目し、図形の性質の新たな性質
を見いだし、その性質について論理的
に考察したり説明したりすることがで
きるようにする。空間図形に関する基
本的な性質について理解するととも
に、図形の構成要素間の関係や既に学
習した図形の性質に着目し、図形の性
質の新たな性質を見いだし、その性質
について論理的に考察したり説明した
りすること。コンピュータなどの情報
機器を用いて図形を表すなどして、図
形の性質や作図について統合的・発展
的に考察することができるようにす
る。 
 
データの散らばり具合や傾向を数値化
する方法を考察し、分散、標準偏差、散
布図及び相関係数の意味やその用い方
を理解することができるようにする。
目的に応じて複数の種類のデータを収
集し、適切な統計量やグラフ、手法など
を選択し、コンピュータなどの情報機
器を用いるなどして、データを表やグ
ラフに整理したり、分散や標準偏差な
どの基本的な統計量を求めたりして分
析を行い、データの傾向を把握して事
象の特徴を表現することができるよう
にする。具体的な事象において仮説検
定の考え方を理解するとともに、不確
実な事象の起こりやすさに着目し、主
張の妥当性について、実験などを通し
て判断したり、批判的に考察したりす
ることができるようにする。 
 
数量や図形に関する概念などと人間の
活動の関わりについて理解するととも
に、数量や図形に関する概念などを、関
心に基づいて発展させ考察することが
できるようにする。数学史的な話題、数
理的なゲームやパズルなどを通して、
数学と文化の関わりについての理解を
深めるとともに、パズルなどに数学的
な要素を見いだし、目的に応じて数学
を活用して考察することができるよう
にする。 
 
 
 
三次の乗法公式及び因数分解の公式を
理解し、それらを用いて式の展開や因
数分解をするとともに、式の計算の方
法を既に学習した数や式の計算と関連
付け多面的に考察することができるよ
うにする。多項式の除法や分数式の四
則計算の方法について既に学習した数
や式の計算と関連付け多面的に考察し
て理解し、簡単な場合について計算を
することができるようにする。数を複
素数まで拡張する意義を理解し、複素
数の四則計算をするとともに、二次方
程式の解の種類の判別及び解と係数の
関係について理解することができるよ
うにする。因数定理について理解し、簡
単な高次方程式について因数定理など
を用いてその解を求めることができる
ようにする。実数の性質や等式の性質、
不等式の性質などを基に、等式や不等
式が成り立つことを論理的に考察し、
証明することができるようにする。日
常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、方程式を問題解決に活用するこ
とができるようにする。 

①鋭角の三角比の意味と相互関係について理解
している。三角比を鈍角まで拡張する意義を理
解している。鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解している。正弦
定理や余弦定理について三角形の決定条件や三
平方の定理と関連付けて理解している。正弦定
理や余弦定理などを用いて三角形の辺の長さや
角の大きさなどを求めることができる。②図形
の構成要素間の関係を三角比を用いて表現し、
定理や公式として導くことができる。図形の構
成要素間の関係に着目し、日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え、問題を解決したり、解
決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他
の事象との関係を考察したりすることができ
る。③事象を図形と計量の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりしている。問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善したり
しようとしている。 
 
①三角形に関する基本的な性質について理解し
ている。円に関する基本的な性質について理解
している。空間図形に関する基本的な性質につ
いて理解している。②図形の構成要素間の関係
や既に学習した図形の性質に着目し、図形の新
たな性質を見いだし、その性質について論理的
に考察したり説明したりすることができる。コ
ンピュータなどの情報機器を用いて図形を表す
などして、図形の性質や作図について統合的・発
展的に考察することができる。③事象を図形の
性質の考えを用いて考察する良さを認識し、問
題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判断しようとしてい
る。問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。 
 
 
 
①分散、標準偏差、散布図及び相関係数の意味や
その用い方を理解している。コンピュータなど
の情報機器を用いるなどして、データを表やグ
ラフに整理したり、分散や標準偏差などの基本
的な統計量を求めたりすることができる。具体
的な事象において仮説検定の考え方を理解して
いる。②データの散らばり具合や傾向を数値化
する方法を考察することができる。目的に応じ
て複数の種類のデータを収集し、適切な統計量
やグラフ、手法などを選択して分析を行い、デー
タの傾向を把握して事象の特徴を表現すること
ができる。不確実な事象の起こりやすさに着目
し、主張の妥当性について、実験などを通して判
断したり、批判的に考察したりすることができ
る。③事象をデータの分析の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれらを活用し
ようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり、評価・改善した
りしようとしている。 
 
①数量や図形に関する概念などと人間の活動の
関わりについて理解している。数学史的な話題、
数理的なゲームやパズルなどを通して、数学と
文化との関わりについて理解している。②数量
や図形に関する概念などを、関心に基づいて発
展させ考察することができる。パズルなどに巣
学的な要素を見いだし 
目的に応じて数学を活用して考察することがで
きる。③人間の活動における数学のよさを認識
し、様々な場面で数学を活用しようとしたり、粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したりしようとしてい
る。 
 
①三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解
し、それらを用いて式の展開や因数分解をする
ことができる。多項式の除法や分数式の四則計
算の方法について理解し、簡単な場合について
計算することができる。数を複素数まで拡張す
る意義を理解し、複素数の四則計算をすること
ができる。二次方程式の解の種類の判別式及び
解と係数の関係について理解している。因数定
理について理解し、簡単な高次方程式について
因数定理などを用いてその解を求めることがで
きる。②式の計算の方法を既に学習した数や式
の計算と関連付け多面的に考察することができ
る。実数の性質や等式の性質、不等式の性質など
を基に、等式や不等式が成り立つことを論理的
に考察し、証明することができる。日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え、方程式を問題
解決に活用することができる。③事象をいろい
ろな式の考えを用いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしようとしてい
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
単元テスト 
１学期中間考査 
問題集ノート提出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単元テスト 
 
 
 
 
 
 
 
１学期期末考査 
問題集ノート提出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単元テスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単元テスト 
２学期中間考査 
問題集ノート提出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２学期期末考査  
問題集ノート提出 
 
単元テスト 

ABCDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCDF 
 
 



 


